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エマさん（イギリス）
日本語学習歴　1 年 10 か月
　電話で話すときが緊張します。話すとき、直接「や
さしい日本語」で話してくれると安心します。「分
かち書き※」になっていると、分からない言葉を自

分で調べることができます。

ジョージュさん（イギリス／フランス）
日本語学習歴　6 か月
　「やさしい日本語」で話してもらえると、よくわ
かるので自信がつきます。もっと日本語を勉強し
て難しい文章も読めるようになりたいです。

※文章において語の区切りに空白を挟んで記述すること

さまざまな「やさしい日本語」研修の取り組みさまざまな「やさしい日本語」研修の取り組み

　日本で一番やさしい日本語を目指しています。2020年から開催し、今年で 4年目となりました。NPO多文化
子ども自立支援センター代表理事の中山眞理子先生を講師に迎え7月4日（火）～8月15日（火）までの全6回、
20人が参加しました。「日本語」に関心を持ち、外国の方と日ごろから接する機会が多い方などが受講しています。
外国人のアシスタントはANICで日本語を学習中の方たちです。実際に自分が考えた「やさしい日本語」が彼ら
に通じるかどうか、直接体験できるのがこの講座の醍醐味です。6回の研修で、どんどん自分の「やさしい日本語」
の感覚が研ぎ澄まされていくのを実感していただけます。

　入庁3年目の114人の区の職員を対象に、４回に分けて研修を行いました。中山先生の講義の後、5～ 6人ず
つのグループに分かれ、区で実際に使っている住民税や児童館の使用方法な
どの文書を、どうすれば「やさしい日本語」を使ったわかりやすい文書になる
か議論し、模造紙に書いて発表しました。また、「やさしい日本語」への口頭
練習も行いました。
　「窓口対応や文書作成時に活かしていきたい。」「普段あたりまえに使ってい
る言葉が伝わらない。配慮が必要だとわかった。」「どんな言い換えができるか
考えるのが難しかったが、わかる言葉をうまく活用して、わかりやすい説明が
できるようになりたいと思った。」等の感想がありました。

　8月24日（木）、中野消防署からの依頼で、中野消防署及び野方消防署、野方警察署、中野区自衛隊、窪田理
容美容専門学校、NTT東日本の職員を対象に研修を行いました。中野消防団
や中野消防署災害時支援ボランティアも参加され、約60人が学びました。研
修は、東京都つながり創生財団が制作した動画の「防災」に関するものを活
用して行いました。
　「やさしい日本語」研修の1週間後の「防災フェアなかの」ですぐに実践す
る場があり、AEDの説明の方も「やさしい日本語」で説明するよう意識され
ていました。すぐに活用する場があり、実際に「やさしい日本語」の効果を感
じてもらうことができました。

なかの　やさしい（わかる）日本語講座

やさしい（わかる）日本語研修

「やさしい日本語」を活用した防災指導

　中野区国際交流協会（以下、ANIC）では、毎年およそ5,000人（延べ数）の学習者が日本語を学習しています。そ
の国籍は、約50か国、そのほとんどが「あいうえお」から学習している人たちです。
　そのためANICでは、日本語学習歴が半年程度、漢字を使用しない国から来た人たちをイメージして「やさしい日本語」
で伝える取り組みをしています。その輪が広がるように、さまざまな方たちを対象にした「やさしい日本語」講座を実
施しています。

協力者をちょっとご紹介

相手に伝わるように話します

やさしい日本語で説明する消防団員

区民対象

中野区職員対象

防災関係者等対象
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　10月11日（水）、10月20日（金）の2日、順天堂大学・東京都との共催で、外国人患者とのロールプレイで
学ぶ医療関係者のための「やさしい日本語」研修を行いました。中野区の保健師や地域包括支援センターの職員
の方、病院で事務をされている方など2日間で 45人が参加しました。20日に行われた帝京大学大学院公衆衛生
学研究科・帝京大学医療共通教育研究センター教授の石川ひろの先生の講義では、医療現場での「やさしい日本語」
は残念ながらまだ認知度が高くない一方で、ニーズは高く、効果的であり、多くの人が「やさしい日本語」での対
応を求めているとのことでした。
　ワークショップでは「足首をねんざした患者に病状を説明し、処方箋を渡し、湿布と鎮痛薬の使用方法を説明
する」「保健師が生後１か月の赤ちゃん訪問時に外国人のお母さんに予防接種について説明する」等、実際にある
シチュエーションを「やさしい日本語」にするロールプレイをしました。グルー
プに外国人が模擬患者として入り、わかるかどうか、答えました。単に言葉が
難しいだけでなく、例えば「赤ちゃん訪問」のようなサービスが母国にはない
と、なぜ保健師が自宅に来るのか理解できない等の問題があることもわかりま
した。
　参加者からは「注射、ワクチン等どこまで使えるのか？何を使うと通じるか
わかった。」「シンプルに言うことの大切さがわかった。」「とてもいい経験になっ
た。今後に活かしていきたい。」等の声がありました。

医療関係者のための「やさしい日本語」研修

　中野区には『中野の防災』（日本語・英語・中国語・韓国語）パンフレット
があります。これには、中野区内の避難所や地震に備えておきたいものなどが
まとめられています。中野区の「やさしい日本語版」作成の取り組みに中野区
国際交流協会のやさしい（わかる）日本語サポーターが協力しました。まずは
地域防災係で、通常の日本語版から「やさしい日本語」に翻訳しました。日
本語版を「やさしい日本語」に逐語訳すると、どうしても文字数が多くなって
しまいます。大切な情報を確実に伝えるために、ポイントをしぼりイラストに
もこだわりました。やさしい日本語版は、中野区のホームページの中野区防災
地図のところにアップされています。

できました！『中野の防災』やさしい日本語版

　中野区国際交流協会には、5人の「やさしい（わかる）日本語
サポーター」がいます。地域でのイベントや配布物を「やさしい
日本語」にしたいという要望にお応えし「やさしい日本語」への
翻訳のお手伝いをしています。先日も、野方東町会からご相談を
受け、「English サッ
カースクール」のチラ
シを「やさしい日本語」
に翻訳しました。地域
の外国の方とのコミュ
ニケーションで「やさ
しい日本語」を活用
するための出前講座
もいたします。お気軽
にご相談ください。

ジェスチャーで「注射」と言ってもらうとわかりやすい

やさしい（わかる）日本語サポーターをご活用ください！やさしい（わかる）日本語サポーターをご活用ください！

医療関係者対象
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夏休み子ども日本語クラス「やったね！の会」夏休み子ども日本語クラス「やったね！の会」
　7月21日（金）から8月21日（月）まで全12回、53人の小中学生が参加しました。その最終日に、酒井区長や入
野教育長、小中学校の先生方を迎え、日本語で書いた作文を発表しました。

「ぼくのかぼちゃ」　令和小 5 年　カンフォンイー（日本語学習歴　1 年）
　ぼくのいえのにわにかぼちゃがあります。かぞくがそだてます。水をたくさんあげます。
　ぼくのかぼちゃはやきゅうのボールぐらいおおきいです。ぼくのかぼちゃはいっこしかありません。そ
のかぼちゃはサッカーボールの大きさになって欲しいです。
　ぼくのにわにはほかのやさいもあります。ピーマンやレタスやきゅうりなどがあります。
　ぼくのやさいが大きくなったとき、サラダをつくりたいです。

「私の国ネパール」　みなみの小 6 年　バウダチャリャ　パラキリティ（日本語学習歴　1 年）
　ネパールは山に囲まれています。ネパールは中国とインドのあいだにあります。
　ネパールはおしゃかさまが生まれたところです。世界で一番高いエベレスト山（8848m）
はネパールにあります。ネパールには世界で一番高い十の山の中で八つがあります。ネパールはヒンドゥー
教の国です。
　ダサインはネパールの一ばん大きなおまつりです。おでこにティカをつけて、みみにザマラをつけます。
そして、ネパールのりょうりをたべます。そして、たこあげをしてあそびます。

「ぼくのすきなもの」　北中野中 3 年　カプリ　アルビックス（日本語学習歴　3 か月）
　ぼくのすきなものはサッカーです。すきなサッカーせんしゅはメッシです。かれのドリブルとパスがす
きです。サッカーでのわたしのポジションはひだりウィングです。ぼくは中学3年でサッカーぶにしょぞ
くしています。でも、一がっきでクラブはおわりました。今は、友だちとこうえんでサッカーをしています。
ぼくのいとこはサッカーがとてもじょうずで、たくさんのトーナメントにでています。ぼくもいとこのよう
にサッカーがじょうずになりたいです。

「僕の故郷の味」　第五中 3 年　張智碩（日本語学習歴　8 か月）
　僕の故郷は河南省新郷市です。ここは北京や上海ほど有名ではありませんが、でもそこは僕が小学校三
年から今年二月まで住んでいた町だから、この町が大好きです。農業がさかんで、多くの農産物を海外に
も輸出しています。それは米、大豆、トウモロコシと高粱等です。
　僕たちはいつも焼き肉を食べていました。特に焼き饅頭（マントウ）の味がずっと記憶の中に残ってい
ます。

「僕の夢」　中野東中 3 年　齋藤　龍（日本語学習歴　1 年）
　僕の夢はバイオリニストになることです。五才の時にピアノを始めて、その日から音楽が好きになりま
した。小三になった時、バイオリンをひき始めて約六年たっています。でもまだ好きです。
　バイオリンは素晴らしい楽器です。自分の気持と思いを楽器に込めて素晴らしい音を出せる楽器です。
バイオリニストの音は一人一人違います。皆自分のスタイルがあります。僕はバロック音楽が好きです。
バロック音楽は十七世紀から十八世紀のヨーロッパで作られた音楽です。バロックの作曲家はバッハやビ
バルディが含まれます。
　将来バイオリニストになるために、必死に頑張ります。

「日本へ来て頑張ったこと」　明和中 3 年　バスネット　サンジャヤ（日本語学習歴　2 年 3 か月）
　僕は二年半前に日本へ来ました。日本へ来て最初に難しかったことは日本語でした。最初は外国人は皆
そうだと思います。
　日本語が分からなくて、生活に使う普通のコミュニケーションと勉強とかができませんでした。中学校
に入ってたくさん分からなかったこともありました。その時、中学校がアニック（中野区国際交流協会）
を紹介して、ここで日本語の勉強をすることになりました。
　アニックへ来て優しい先生方が丁寧に日本語を教えてくださってだんだん日本語を話したり、書いたりできるようになり
ました。
　日本語が普通に話せるようになって、色々なことで家族にも手伝うことができました。アニックの全部の先生方ありがと
うございます。アニックへ来て日本語だけでなく色々なことを学んで、とても嬉しいです。ここで学んだことは日常生活にと
ても役に立つのです。
　最後に、日本へ来て日本食が大好きになりました。学校の給食もとても美味しいです。僕は一番「みそしる」と「ラーメン」
が好きです。とても美味しいです。皆さん何が好きですか。
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　8月16日（水）から5日間、江古田にある国際短期大学
からインターン生を受け入れました。夏休み子どもにほ
んごクラスの最終日に行われる「やったね！の会」の準備
を中心に様々な事業を展開していることを体験していた
だきました。
　また、９月22日（金）～ 10月7日（土）まで中野・ウェ
リントン友好子ども交流事業でニュージーランドウェリ

ントンから留学
生が来るので、
ANICの 入 り 口
のガラスケース
にニュージーラ
ンドのイメージ
を考えてもらい、
ディスプレイし
てもらいました。
短い期間でした
が、熱心に一生懸
命取り組んでい
ただきました。

　11月3日（祝）第10回外国語が母語の親と子どものた
めの高校進学説明会を行いました。中国とネパールの親
子、約30人が集まり、東京都の在京外国人枠のある都立
高校や一般入試の特別措置についてお話しました。また
今回は、初めて中野工科高校定時制の副校長先生をお招
きし、授業の様子や資格取得、卒業後の進路や就職につ
いてお話いただ
きました。受験
が漠然としてい
て緊張感が持て
ずにいた子ども
たちも、具体的
に高校で何を学
ぶのかを知り、
自分自身の進路
についてきちん
と向き合う機会
になりました。

　7月13日（木）夕涼み会を行いました。縁日の出し物や
絵手紙体験、かき氷などがありました。鳳蝶会(あげはか
い)の先生に「東京音頭」を中心に、盆踊りを教えていた
だきました。着付けのボランティアさんに浴衣をきつけ
てもらい、輪になって何度も踊って、皆、とても上手に
踊れるようになりました。
　「浴衣を着ることができてうれしかった。」「皆で一緒に
踊るのが楽しかった」等の感想が参加者からありました。
また、7月17日（月・祝）に「中野駅前大盆踊り大会」が
あり、「最多人数で盆踊りを踊る」ギネス世界記録に中野

区国際交流協会も
参加し、チャレン
ジしました。残念
ながら、ギネス達
成はなりませんで
したが、「みんな
で頑張りました。
残念ですが、楽し
かった。また挑戦
したいです。」と
いった声がありま
した。

国際短期大学からインターン生

中野工科高校の先生が
来てくださいました！

夕涼み会

レポートイベント

「ユニカール＆ボッチャ」を

開催しました。

　10月15日（日）、南部スポーツ・コミュニティプラザ
にて国際スポーツ交流「ユニカール＆ボッチャ」を行いま
した。参加者は30名で外国の参加者は中国、イギリス・
フランス、エストニア、ロシアの方でした。
　ボッチャとユニカールをそれぞれ体験し、後半は試合
を行いました。3人一組なので、チームで喜ぶ姿が見られ
ました。「初めてでも楽しめた。」「また、参加したい」等声
がありました。
　ご協力いた
だいた東京都
ユニカール協
会石井会長を
はじめ、すぎ
なみユニカー
ル同好会の皆
さま、お世話
になりました。
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中野区国際交流協会（ANIC）
TEL：03-5342-9169　E-mail：anic@nifty.com 

■ HP URL：http：//www.anic.jp　■ facebook URL：https：//www.facebook.com/nakanoanic

　先日久しぶりに渋谷スクランブル交差点に行き、驚きました。非
常に多くの多様な人種の人がスマホを片手に写真を撮っているのです。多くの国から外国人が来
ていることを実感しました。� (M)

編 集 後 記

お し ら せ 問合せ

多文化キッズコーディネーターにご相談ください！
　外国につながりのある子どもたちや保護者
の方の困りごとに寄り添い、さまざまなサポー
トを行います。また、学校・地域・NPO・行
政機関などと一緒に、必要な支援や情報を届
けます。

たとえば…

・子どもの日本語教室を探している

・来日して間もなく、日本語がわからない

・海外生活が長く、子どもの日本語が心配

・�子どもが日本の学校に入るにはどうすれ

ばいいか

・高校受験の仕組みがわからない

・�進路について相談したい…

� など、さまざまなご相談に応じます。

中野区国際交流協会（ANIC）
中野区中野 2-9-7　なかの ZERO 西館
電  話　03-5342-9169　（月～金　9：00-17：00）
Email　anic@nifty.com 

「にほんご」こまっていませんか？

中 野 区 国 際 交 流 協 会（ANIC） は、
2002 年からボランティアの皆様とと
もに「子ども日本語クラス」を実施し、
外国につながる多くの小中学生の日本
語をサポートしています。

問合せ
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